








たないという結果が出ている（8）。筆者はこの結果はほ
ぼ世界各地の「博物館」の来館者にも当てはまると考
えている。とすれば、「博物館」が先ずやるべきこと
は明白ではないだろうか。
　このビュフェ美術館のワークシートのような「まず
は作品をじっくりとみること」を来館者に促すような
方法は他にもある。例えば当館では「花鳥画」を紹介
するコレクション展の中で、作品のそばに来館者が読
み易い程度の字数のディスクリプション―作品を描写

写真25　�コレクション展「花鳥画―仮想の楽園」（担当：当館学芸
員　五味俊晶）より

写真26　展示室の最後にある「発見カードコーナー」

写真27　「発見カード」のひとつ

写真28　「発見カード」のひとつ

した文章（この文章を読むことで自然に作品をじっく
りみる時間を担保する）と、更にもうちょっとだけ作
品を理解することにチャレンジ出来るような情報を

（数は１～２程度が良い）を記したパネル等を１つだ
け設置し、他の作品も同様に楽しめるように誘う、と
いうような試みも始めている。（写真25）
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　今回のビュフェ美術館の展示は同館エデュケーター
のコレクションに対する「愛情」と来館者への「思い」
がよく伝わって来る、ビュフェ美術館の強みを活かし
たとても「面白い」企画であったと思う。このことは
展示室の最後のコーナーに準備された、来館者が記し
た数々の「発見カード」（写真26 ～ 28）からもよく伝
わってくる。そこには、

・�最初の絵と晩年の絵が違った。きっとビュフェの
心にゆとりが生まれたからだと思った。絵は人の
心を豊かにできるのだと再確認した。

・�面と線ばかりで表現する世界でびっくりした。
・�パースがゆがんでいてもいいんだなと思った。
・�とっつきにくそうな人なのかと思ったら、最後に

アットホームな絵が出ていてよかったねと思った。
・�ずっと絵をかいていた人なんですね。

というような、ビュフェの作品を「みる」ということ
を「発見」した、たくさんの来館者の声が寄せられて
いる。今後も同館のコレクションを用いた、「展示」
の企画について注目していきたい。

５　キャプションも来館者との「対話の場」

　本レポートの「はじめに」で述べた「対話型鑑賞」
について筆者が学び続けている京都造形芸術大学教授
の福のり子は、度々その講演の中で来館者がひとつの
作品にかける鑑賞時間（10秒前後）について紹介し
ている。2019年秋に東京大学情報学環・福武ホール
で開催された福の講演会に参加した島根県安来市加納
美術館理事の千葉　潮は講演後、同館のキャプション
を工夫する試みを始めている。その様子について同館
の企画展で「対話型鑑賞」を開催している島根県出雲
市立湖陵中学校教頭の春日美由紀は次のように述べて
いる（9）。

　美術での展示にも携わる千葉は、福のキャプショ
ンと作品との鑑賞時間の差異の話に衝撃を受けて
いる。鑑賞者に良かれと思って説明事項を増やすこ
とが逆に「作品をみない（作品をみる時間を奪って
いる）」という実態につながっていることを知り

「ショックだった！」と述べている。そして現在展
示中の企画展では、館内関係者の不評にも負けず、
極めて簡略化したキャプションに挑戦した。筆者も
来館し、鑑賞したが、シンプルな情報提供で作品（陶

器の茶碗が中心）ファーストになっており、作品そ
のものに向き合えた。千葉自身、来館者が作品と対
峙する時間が増えているように感じるとも述べて
いる。

　後日、この春日の報告に対し「キャプションも他者
なのだと気付かされました」と京都造形芸術大学アー
ト・コミュニケーション研究センター研究員の三重野
優希から感想が寄せられたという。更に「キャプショ
ンを作成しているのは各館の学芸員の方々であり、そ
うしたキャプションの向こうに在る“他者”の存在に
来館者が気づけると、来館者がキャプション（ひいて
は、美術館）に感じている権威的な認識が変容するの
ではないか。もともとキャプション（ひいては美術館）
に権威があるのではない。実はそう思ってしまう“私”
と美術館の間に“権威を生む関係”が生じている。つ
まり“私”も美術館を“権威的”にしている一部であ
る、と気づけると、“来館者である私”が美術館に一
方的に権威を感じる、その関係性が変わっていくのだ
と思いました」と三重野は語る。　
　近年、「博物館」ではこれまで無記名だった展覧会
担当者の名前やその館で働く学芸員を紹介するキャプ
ションやパネルを少なからずみかけるようになってき
ている。先日も、埼玉県立歴史と民俗の博物館で、あ
る試みを目にした。そこには館内の飲食禁止を知らせ
るピクトグラムのサインに、もう一工夫、なぜダメな
のか、飲食するとどうなるのか、その理由と資料保全
の協力を伝える言葉が添えられていた。来館者からは

「わかりやすくて良い」と好評を得ているという。愛
媛県美術館でも、館内のマナーについて、これまで来
館する小中学校の子どもたちやホームページ内では、
その理由も添えて説明を行ってきた。けれども館内の
サインにはそれは一言も書かれてはいない。筆者は、
大人、つまり一般の来館者がその理由を必要としてい
るとはこれまで思いも寄らなかった。しかし少し想像
すれば、「ダメ」の一辺倒ばかりでは、相手はそこか
ら次に何が起こるか考えられず、結果、行動はいつま
でたっても変化しないのである。
　こうなってくると、これから「博物館」がしなけれ
ばならないことはとてもはっきりしている。館内の
キャプションもサインも全て来館者との「対話」の場
といえる。マナーのサイン改善については、先ずは新
年度より来館者にその理由がはたして現状どこまで伝
わっているのか来館者調査を行うところから始めたい。
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そして来館者の持っている力を引き出すための展示の
可能性について、今後も探り続けていきたい。
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